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 二宮市長におきましては、就任直後、日夜を分かたず大きな任務を遂

行されていますこと、心から敬意を表すものです。 

甚大な被害をもたらした水害は、あっという間に、命や財産、生活を奪

いました。ダムの放流について、市民の皆さんは、また起こるかもしれな

いと不安が消えません。放流の仕方については、今後しっかり検証を大洲

市としても行うことが必要と思います。 

さて、今回の水害では、多くの地元事業者が「あっという間の浸水で何

も出来なかった。」、「多くの機械器具やパソコン、車、店舗などが被災し、

新たな事業の立ち上げには被害額が大きすぎて前に進めない状況」と口々

に言われます。 

大洲市として、被災された事業者の方々に、これまでの補助金や制度に

ついて、枠と額の引き上げなど特段の取り扱いを求める声は大きなものが

あります。 

野村町の商工会も西予市に要望書を提出しました。本市でも同じ状況と

考えます。地元事業者が残らず事業再開できるように特段のご配慮を頂き

ますよう緊急に下記の事項を要望するものです。 

 

             記 

 

１，既存補助金の拡充・要件緩和をおこなってください。 

２，事業者が事業再開出来るまで相談出来る相談室を開設してください。

３，事業者の受けたダメージは大きく、精神的なケアが受けられる場を

設けてください。                       

以上

 

災害に遭われた事業者の支援の強化を 

 

災害に遭われた地区を周り、被災された事業者の皆さんの声をお聞きしま

した。 

 

●部品屋さん 

大きな額の機械がだめになった。始めはそれほどの損失はないと思ってい

たが、次第に損失が大きくなって、どうなるか心配。今年は大幅な赤字にな

ると思う。 

●自動車板金 

「あっという間に、水がきた」と壁に出来た線を示して、被災状況を説明

してくださいました。機械が濡れ、どのくらい使える物が残るのか今調べて

いるところ。玄関先はゴミの山。早く片づけてほしいと言われました。 

●美容室 

掃除をして、何とか営業を始めた。「夏だし、散髪をして」の声に応えた

い。掃除をしながら、いろいろ段取りの電話をしていた。「家賃がいらない」

と言われたので、ということでした。 

●機械工業 

自動車も浸かった。家も浸かった。いま、廊下を直している。まだ罹災証

明を出していない。本当にこれから大変。 

●飲食店 

店は大丈夫だったが、自宅が浸水。店を営業しながら頑張っていた。 

●広告店 

店が浸かったが、仕事に頑張っていました。自宅も浸水しました。 

 

浸水で経営をやめると言う店もありました。地域の事

業者の皆さんが地域経済や暮らしを支えています。再開

が出来ない業者を出さないために、取り急ぎ右記の内容

で要望書を提出しました。今後、各団体から具体的に様々

出されることと思います。実現を求めましょう。 

 

 


